
　レスリングの県中学新人大会が、11月４日（土）、水戸市県立スポーツセンターで開催され、個人戦９階級
を行い、大洗南中学校が３階級で優勝を飾りました。さらに団体戦では南中が３連覇を成し遂げました。
　また、11月９日（木）、10日（金）の２日間、県新人柔道大会が県武道館で開催され、団体の部で準優勝
を果たしました。
【レスリング】
42㎏級　３位　清宮　裕太さん
47㎏級　２位　小野瀬大樹さん
53㎏級　３位　小野瀬雅也さん
【柔道団体】
小野瀬雅也さん、佐藤宏祐さん、小野智彦さん、仲田照典さん、
鷺　貴央さん、小野瀬大樹さん、清水竜太郎さん

南中学校　茨城県中学新人大会で活躍
レスリング「３階級でV・団体３連覇！！」・柔道「団体の部準優勝！！」

　第３回銚子マリーナ国際トライアスロン大会が10月
15日（日）に千葉県銚子市で行われ、ゆっくらSQチー
ムから関 美華選手、斉田洋子選手、雨澤由香選手らが
参加しました。
　大会当日は、台風の影響で高波と強風の中でのレース
となり苦戦しましたが、見事全員完走することが出来ま
した。その中で斉田選手が総合第３位、関選手が年齢別
第１位と好成績を残しました。

第３回銚子マリーナ
国際トライアスロン大会
ゆっくらSQが健闘

　11月18日（土）、大洗青年会議所の主催で、
子どもたちに政治に対する関心を高めてもら
おうとジュニアボード議会が開かれました。
　第一中学校と南中学校の生徒10名が参加
し、慣れない議場の雰囲気に、はじめは緊張
した面持ちでしたが、町の事業に対する疑問
や身近な問題に関する意見を率直に述べ、町
の執行部の答弁に対して再質問するなど活発
な意見交換が行われました。

柔らかな発想で
ジュニアボード議会

59㎏級　２位　清水　治人さん
66㎏級　１位　小野　智彦さん
66㎏級　３位　豊崎　涼太さん

73㎏級　２位　清水竜太郎さん
85㎏級　１位　仲田　照典さん
110㎏級　１位　鷺　　貴央さん
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総合３位
斉田選手

健闘した
雨澤選手

年齢別１位　関選手
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　10月３日から11月５日まで、中央公民館にて、日
ひ さ げ

下ヶ
塚
づか

（常
ひたちかがみづか

陸鏡塚）古墳から発見された副葬品の展示を行いま
した。
　会場には、昭和24年の発掘の様子や、今から約1,650
年前（４世紀代）の古墳時代の鏡・直

ちょくとう

刀・勾
まがたま

玉・ガラス製
小玉などの装身具類、当時の農具や工具や機

はたおり

織具などをま
ねた石製品など、約300点の古代の道具が並びました。
　会期中には、大洗町の歴史と自然を楽しむ会（会長卜部
一雄）主催の『大洗町内史跡探訪』の参加者や、町立磯浜
小学校の探検クラブの児童などが、地元の古代史の一端に
触れました。

日下ヶ塚（常陸鏡塚）古墳出土考古資料
展がひらかれました

　10月22日から11月23日の約１ヶ月間、秋を彩る第20
回大洗の菊まつりが開催されました。
　会場となった大洗磯前神社の境内には、町内の菊愛好会
の皆さんが１年をかけ、丹精込めて育て上げた盆用や福助、
ダルマなど色とりどりの素晴らしい菊が展示され、訪れた
観光客や参拝客の目を楽しませてくれました。

凛とした美しさ大洗の菊まつり

　11月５日（日）、祝町小学校体育館で、祝町
地区の皆さんが参加して「ふるさと秋まつり」
が開催されました。
　祝町小学校の児童による学習発表会や割りば
しで作るゴム鉄砲など様々な催しが行われ、地
元で取れた食材を囲みながら子どもから大人ま
で楽しいひとときをを過ごしました。

祝町「ふるさと秋まつり」

　10月14日（土）に古河市ネーブルパークで行われた総
和三和舞祭で、大洗町のチーム「亜来茶舞（アクティブ）」
が磯ダンスを披露。普段の練習の成果を見せて「スマイル
元気賞」を受賞しました。
　総和三和舞祭には県内外から約1,000人の踊り子が集ま
り、熱い舞を披露していました。

総和三和舞祭2006
大洗舞祭チーム「亜来茶舞（アクティブ）」
が入賞
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小
お の せ

野瀬　有
ゆうか

香ちゃん
（北清水１区　１歳）
お父さん　俊夫　　お母さん　佳子
「わが家のアイドルです。」

小
こまつざき

松﨑　竜
りゅうたろう

太郎くん
（明神町３区の下　10ヶ月）
お父さん　克己　　お母さん　由紀子
「毎日元気いっぱいです。」

第3回

本
殿
の
建
築

（
茨
城
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
）

　

建
物
は
建
築
学
的
に
形
式
を

「
一
間
社
、
流
造
、
茅
葺
」
と
云

い
表
さ
れ
ま
す
。
一
間
社
と
は

正
面
か
ら
見
た
お
社
の
幅
は
一

間
（
マ
）
で
寸
法
の
大
小
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
流
造
は
前
と
後
の

屋
根
の
長
さ
が
異
な
る
造
り
を
い

い
、
茅
葺
は
屋
根
が
茅
葺
の
こ
と

で
す
。
本
殿
の
平
面
は
、身
舎（
神

座
部
分
）
に
丸
い
柱
を
建
て
前
と

両
側
に
高
欄
を
付
け
た
縁
を
巡
ら

し
、
向こ

う
は
い拝
（
正
面
の
拝
む
部
分
）

の
柱
は
四
角
と
し
五
段
の
階
段
と

そ
の
下
に
さ
ら
に
浜
縁
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
欅
作
り
で
す
。
柱

の
上
に
は
、
組
物
と
呼
ば
れ
る
小

さ
な
部
材
と
彫
刻
部
材
と
が
複
雑

に
組
み
合
わ
さ
れ
、
軒
を
支
え
る

と
同
時
に
社
寺
建
築
特
有
の
装
飾

と
な
っ
て
建
築
美
を
表
現
し
て
い

ま
す
。ま
た
、妻
飾
り（
側
面
上
部
）

は
渦
彫
刻
が
あ
る
妻
虹
梁
（
梁
）

と
そ
の
上
の
大
き
な
蟇か

え
る
ま
た股、
屋
根

端
の
破
風
板
と
そ
の
下
に
下
が
っ

て
い
る
懸
魚
の
彫
刻
な
ど
も
立
派

で
す
。
向
拝
に
は
柱
上
外
に
突
き
出

た
木
鼻
の
獅
子
彫
刻
、
上
部
軒
下
の

大
き
な
手
挟
彫
刻
な
ど
の
形
式
は
江

戸
中
期
の
建
築
様
式
で
造
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
本
殿
は
平
成
９
年
度
に
解
体

修
理
し
た
際
に
発
見
さ
れ
た
部
材
に

「
享
保
11(

一
七
二
六
）
年
」
の
墨

書
が
あ
り
、
元
禄
年
間
よ
り
25
年
余

り
後
で
す
。
こ
の
記
録
中
に
は
「
大

工
棟
梁
櫻
井
瀬
兵
衛
政
信
」
と
あ

り
、
こ
の
頃
に
県
内
や
近
県
の
社
寺

建
築
を
手
掛
け
た
棟
梁
で
、
巧
み
な

彫
刻
と
塗
装
で
装
飾
し
た
作
例
も
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

（
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技

術
協
会　

畑
野

夫
）

大
洗
磯
前
神
社
の
歴
史
と
社
殿

大
洗
町
の

歴
史
を

見
つ

め

て

③

　今回は今年５月に東京都から大洗町に移り住んでいただ
いた、下川原さんご夫妻をご紹介します。
Ｑ：大洗に移住された動機はなんですか？
Ａ：妻の実家が日立市だったこともあり、東京と日立市を
行き来しているなか、大洗の素晴らしい魅力に気づきま
した。退職したらぜひ大洗に住みたいとの想いがあり、
実は10年前にセカンドハウスを建て、年に数回大洗に
訪れていました。

Ｑ：大洗のどこに魅力を感じましたか？
Ａ：素晴らしい自然環境に魅力を感じました。海と山そし
て何よりもおいしい食べ物が豊富にあることです。また、
地元の方の言葉には驚きましたが、心温かで親切な方が
多いですね。

Ｑ：大洗町で一番好きな場所はどこですか？
Ａ：大洗神社から神磯鳥居に降りる景色です。
Ｑ：現在、取り組んでいる活動等はありますか？
Ａ：きらきら大洗ネットワークに参加しており、男女共同
参画に関することやまちづくり、地域の子どもたちとの
交流などの活動をしております。

Ｑ：町に対る要望はありますか？
Ａ：観光立町として、更に町の景観等をきれいにできれば
いいですね。また、図書館の拡充を希望します。

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

大洗の素晴らしい自然環境が好きです
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サンタが永町ほっとサロン!? にやってきた!!サンタが永町ほっとサロン!? にやってきた!!

松浦さんの昔ばなし
を楽しみました

第二保育所

昔なつかしいカルメ
焼きに興味津々

加藤宗一選

反
射
炉
の
見
ゆ
る
高
き
に
登
り
け
り

細
き
指
も
て
摘
み
く
れ
し
帰
り
花

　
　

さ
い
た
ま　
　

岡
安　

仁
義

〔
評
〕
帰
り
花
は
、
さ
つ
き
な
ど
返
り
咲
き
の
花
の
こ
と
。

年
令
に
か
か
わ
ら
ず
、
純
真
な
心
を
失
は
ぬ
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
ら
れ
た
句
。　
　
　
　
　
　
　
（
芸
文
祭
参
加
）

鯊
釣
り
の
手
持
無
沙
汰
の
煙
草
に
火

海
風
に
靡
く
コ
ス
モ
ス
試
歩
の
道

　
　

永
町　
　

鈴
木　

芳
子

〔
評
〕
大
病
を
克
服
し
、
許
さ
れ
て
散
歩
す
る
ま
で
に
な
っ

た
。
吹
き
ゆ
く
風
の
さ
わ
や
か
さ
、
風
に
な
び
く
コ
ス
モ

ス
も
自
分
に
あ
い
さ
つ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
、
生
き

て
い
る
喜
び
を
、
そ
っ
と
噛
み
し
め
て
い
る
ひ
と
刻
。

打
ち
伏
す
も
靡
く
も
あ
り
し
芒
か
な

風
紋
に
鳥
の
あ
し
跡
秋
の
浜

　
　

水
戸　
　

東
小
川　

都
美
代

〔
評
〕
風
紋
は
砂
丘
の
表
面
に
風
に
よ
っ
て
で
き
た
模
様
。

秋
に
な
る
と
浜
辺
に
訪
れ
る
人
も
少
く
な
る
、
砂
浜
に
出

来
た
風
紋
、
そ
の
中
に
鳥
の
足
跡
を
見
つ
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芸
文
祭
参
加
）

対
岸
を
打
つ
白
波
に
ふ
と
秋
思

秋
の
声
荒
磯
の
礁
波
の
花　

　

水
戸　
　

武
藤　

喜
代
子

〔
評
〕
海
は
荒
れ
、
礁
に
砕
け
散
る
波
し
ぶ
き
、
風
の
音
と

打
ち
寄
せ
る
波
の
音
、
そ
こ
に
秋
の
侘
し
さ
を
感
じ
と
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芸
文
祭
参
加
）

対
岸
に
て
っ
ぽ
う
玉
の
旗
秋
の
風

秋
風
や
浜
な
す
ゆ
れ
て
沖
波
座

　
　

永
町　
　

上
野　

君
枝

〔
評
〕
沖
に
「
な
ぐ
ら
」
が
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら
風
は
強
い
、

夏
の
花
だ
が
時
期
お
く
れ
て
咲
い
て
い
る
、
浜
な
す
が
揺

れ
て
い
る
。

涼
し
さ
や
身
近
に
海
の
あ
る
く
ら
し

鮭
舟
の
碇
下
ろ
し
て
一
と
休
み

　
　

夏
海　
　

杉
山　

い
わ
を

夏
惜
し
む
余
韻
を
秘
む
る
コ
ン
サ
ー
ト

濁
り
ゐ
て
船
影
置
か
ぬ
秋
の
海

　
　

新
町　
　

岸
和
田　

和
子

青
空
を
一
巡
二
巡
鬼
や
ん
ま

行
く
秋
や
か
つ
て
渡
舟
の
発
着
場

　
　

永
町　
　

浅
見　

三
千
子

帰
省
子
の
好
み
し
茗
荷
汁
作
る

ゆ
る
や
か
に
海
に
相
入
る
秋
の
川

　
　

明
神
町　
　

小
松
崎　

美
代

軒
下
に
水
玉
あ
り
て
今
朝
の
秋

崖
下
を
流
れ
る
涸
沼
秋
の
潮

　
　

東
光
台　
　

田
中　

勝
枝

台
風
の
駆
け
抜
け
去
り
て
残
す
虹

海
神
の
山
辺
を
飾
る
烏
瓜

　
　

角
一　
　

鈴
木　

さ
た

灯
火
親
し
海
風
入
る
る
窓
開
け
て

実
は
ま
な
す
美
し
け
れ
ば
一
つ
盗
る

　
　

髭
釜　
　

川
崎　

京
子

海
の
家
ぽ
つ
ん
と
残
り
浜
の
秋

潮
騒
の
届
き
し
秋
の
川
辺
か
な

　
　

成
田　
　

大
貫　

千
代
子

朝
顔
の
百
と
五
つ
と
孫
の
声

秋
の
浜
既
に
小
松
の
磯
馴
れ
を
り髭釜　

　

岸
根　

世
司
子

何
時
の
間
に
歩
幅
合
せ
り
踊
り
子
に

稲
の
香
の
残
る
刈
り
鎌
そ
っ
と
研
ぐ

　
　

金
沢　
　

猿
田　

俊
子

文
化
祭
参
加
者
投
句
作
品

赤
と
ん
ぼ
お
空
が
赤
く
そ
ま
っ
て
る

　
　

小
二　
　

浅
見　

萌
和

楽
し
み
だ
だ
い
こ
ん
と
か
ぶ
ど
っ
ち
か
な

　
　

小
二　
　

せ
き
ね　

千
佳
人

晩
秋
の
荒
野
は
風
に
枯
れ
に
け
り

　
　

永
町　
　

小
野
瀬　

き
よ

選
者
吟

　
　

加
藤　

宗
一

些
事
雑
事
忘
れ
て
し
ば
し
虫
を
聴
く

那
珂
川
に
も
う
銀
鮭
の
上
る
頃

秋
の
海
逆
巻
く
怒
涛
限
り
な
く
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※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

〔営業時間〕9:00～17:00　※最終入館 16:00
　　　　　 12/23・24の2日間は、20時まで延長営業　※最終入館は、19：30まで

http://www.aquaworld-oarai.com
TEL 029-267-5151

■12月のプログラム
★クリスマス　オーシャンライブ
　イルカショーがクリスマスバージョンに！
★アクアウォッチング　～サンタダイバー登場～
　開催日時：期間内の土日　10：40、13：00
★お客様によるサンタクロース仮装
　仮装の方にもれなく素敵なプレゼント！
　仮装の条件：①サンタの衣装上下、②帽子
　開催日：期間内の土日

アクアワールド・大洗のクリスマス2006アクアワールド・大洗のクリスマス2006アクアワールド・大洗のクリスマス2006アクアワールド・大洗のクリスマス2006アクアワールド・大洗のクリスマス2006
ロマンティックな夜をあなたへ

２００６秋祭り  大洗町商工感謝祭２００６秋祭り  大洗町商工感謝祭２００６秋祭り  大洗町商工感謝祭２００６秋祭り  大洗町商工感謝祭２００６秋祭り  大洗町商工感謝祭
　11月３日（金）、大洗マリンタワー前広場で、大
洗町商工感謝祭が盛大に開催されました。
　会場では、恒例のビンゴゲーム・大抽選会をはじ
め、さまざまな趣向を凝らしたイベントや大洗高校
マーチングバンドの演奏、町内保育園児によるアト
ラクションなどが行われました。また商店会や企
業、団体などの販売コーナーには地元特産品や新鮮
な農水産物が並び、町内外から訪れた家族連れなど
大勢の人々で賑わいました。

■12／23・24の特別企画
★聖夜のオーシャンライブ
　時間：18：30
★聖夜のコンサート
　23日（土）　バイオリン＆チェロ
　24日（日）　バイオリン＆フルート
　時間：19：00
★サンタクロース登場！
　時間と場所はヒミツ

〔休 館 日〕12月11日㈪・12日㈫　　※年末年始は営業します。

〔入館料〕

1,800円

900円

300円

1,400円

700円

250円

600円

200円

大　　人

小中学生

幼　　児

種　別 個　人 団　体 学校特割
12/23・24の2日間は、17時以
降は下記のとおり特別料金と
なります。
大人　1,000円、　
小中学生　450円、　
幼児（３歳以上）　150円

期間：12/1～12/25


